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反対 どちらかといえば反対 どちらかといえば賛成 賛成 わからない 無回答

１ 「男は仕事、女は家事・育児」と

いう固定的な性別役割分担意識に

とらわれない人の割合

固定的な性別役割分担意識に反対

＊する人の割合は、73.1％でした。

男女別でみると、男性の割合は

66.9％、女性の割合は 78.2％で女

性の方が反対の意識が高くなって

います。

（図 1-1）

＊ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき

である」という考え方に「反対」「どちら

かといえば反対」と答えた人

全国と静岡県の「男は仕事、女は

家事・育児」という固定的な性別

役割分担意識にとらわれない割合

を比較すると、2007 年度以降は全

国調査の値を上回っています。

（図 1-2）

1-1 「男は仕事、女は家庭･育児」という役割分担意識（県、男女別）

図 1-1

(資料) 「静岡県の男女共同参画に関する県民意識調査」（2021）

1-2 「男は仕事、女は家庭･育児」という役割分担意識（全国、県比較）

図 1-2

（資料） 静岡県・・・「静岡県の男女共同参画に関する県民意識調査」

全 国・・・内閣府 「男女共同参画に関する世論調査」

「女性の活躍推進に関する世論調査」

大柱１ 男女共同参画社会の実現に向けた意識の変革と教育の推進
１－１ 男女共同参画社会の実現に向けた制度・慣行の見直し、意識改革の推進

反対派 73.1% 賛成派 13.6%
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年代別では、20 代の約８割、30

代と 50～60 代の７割超が反対と

答えている一方、40 代、70 歳以上

で反対傾向がやや低い状況にあり

ます。

（図 1-3）

２ 「社会通念・慣習・しきたり」にお

ける男女の平等感

「男性が非常に優遇」「どちらかと

いえば男性が優遇」とする人の割合

「社会通念・慣習・しきたり」に

おける男女の平等感について男性

が優遇されていると感じている人

の割合は全体が 80.5％、女性にお

いては 84.9％と男性の 75.1％よ

りも高くなっています。

（図 2）

1-3 「男は仕事、女は家庭･育児」という役割分担意識（年代別）

図 1-3

(資料） 「静岡県の男女共同参画に関する県民意識調査」（2021）

2 「社会通念・慣習・しきたり」における男女の平等感

図 2

(資料) 「静岡県の男女共同参画に関する県民意識調査」（2021）
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32.7 

29.8 

31.1 

34.7 

40.3 

37.1 
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30.8 
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2.1 

5.5 
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3.2 
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2011年度

2013年度

2015年度

2017年度

2019年度

2021年度

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

３ 「男女共同参画社会」という用語

を知っている人の割合

「知っている」と答えた人の割合

は全体が 40.3％で、男性の方がや

や高くなっています。

（図 3-1）

経年でみると、2015 年以降「知っ

ている」と答えた人の割合は増加

傾向です。

（図 3-2）

４ 「人権尊重の意識が生活の中に

定着した県となっている」と感じる人

の割合

「人権尊重の意識が生活の中に定

着した県となっている」と感じる

人の割合は、39.5％（2021 年度）

と、前年度より減少しました。

（図 4）

※2020 年度以前については、『今の静岡
県が「人権尊重の意識が生活の中に定
着した住みよい県」になっていると感じ
ますか』という設問に対する結果を、グ
ラフに掲載

3-1 「男女共同参画社会」という用語を知っている人の割合（男女別）

図 3-1

(資料) 「静岡県の男女共同参画に関する県民意識調査」（2021）

3-2 「男女共同参画社会」という用語を知っている人の割合(経年比較)

図 3-2

(資料) 「静岡県の男女共同参画に関する県民意識調査」（2021）

4 「人権尊重の意識が生活の中に定着した県となっている」と感じ

る人の割合

図 4

（資料） 「人権問題に関する県民意識調査」及び「県政世論調査」
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Ａ ＋ Ａ ＋ Ａ ＋ Ａ ＋ Ａ ＋

2017 2018 2019 2020 2021
年度

A+

A-

B+

B-

４－① 人権尊重、男女平等を推進

する教育をどこで行うべきと考えるか

「幼稚園、小学校、中学校、高等

学校などの学校教育の場において

人権尊重や男女平等を推進する教

育をすべき」と考えている人の割

合が最も多い状況です。

（図 4-①）

５ 「あざれあ」指定管理者の外部

評価

あざれあの指定管理者の外部評価

は、前回と同じＡ＋でした。

（図 5）

4-① 人権尊重、男女平等を推進する教育をどこで行うべきと考えるか

図 4-①

(資料) 「静岡県の男女共同参画に関する県民意識調査」（2021）

5 「あざれあ」指定管理者の外部評価

図 5

※記載年度は、評価対象年度

（資料）県男女共同参画課調べ

(%)

家族による家庭教育の場において
行う

幼稚園、小学校、中学校、高等学
校などの学校教育の場において行
う

職場などの社内教育の場において
行う

公民館や地域活動などの社会教育
の場において行う

その他

わからない

無回答

17.4 

57.1 

9.2 

1.6 

3.4 

6.8 

4.5 

0 10 20 30 40 50 60 70

－29－



第１章 静岡県の計画と現況／施策の柱と現況

428,332 

557,331 

464,722 

387,305 

361,273 

300,000 

350,000 

400,000 

450,000 

500,000 

550,000 

600,000 
件

2017 2018 2019 2020 2021 年度

37.1 37.1 37.1 37.1 37.136.5 37.1 37.7 38.2 38.4

85.7
91.4 91.4

94.3

82.9

75.2 76.7 78.2 79.4
84.1

30

35

40

45

50
％

2017 2018 2019 2020 2021 年度

30

40

50

60

70

80

90

100
％

条例 (県内市町) 条例 (全国市町村) 計画 (県内市町) 計画 (全国市町村)

６ 市町の男女共同参画に係る条

例制定率及び計画策定率

市町の男女共同参画に係る計画策

定率は、計画期間が終了したまま

未策定の市町もあり、82.9％（2021

年度）と減少しました。

（図 6）

７ 県男女共同参画センター「あざ

れあナビ」へのアクセス件数

県男女共同参画センター「あざれ

あナビ」へのアクセス件数は、新

型コロナウイルス感染症の感染拡

大の影響により講座情報が減った

などの理由から、361,273 件（2021

年度）と減少しました。

（図 7）

6 市町の男女共同参画に係る条例制定率及び計画策定率

（資料）内閣府「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関す

る施策の推進状況に関する調査」

7 県男女共同参画センター「あざれあナビ」へのアクセス件数

（資料）県男女共同参画課調べ

図 6

図 7
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46.2

46.8

45.4

32.1

31.0

33.2

19.1

19.5

19.0

2.5

2.7

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　全　体

男性

女性

 知っている  聞いたことがある  知らない  無回答

78.3%

77.8%

78.6%

８ 「ジェンダー」という用語を知って

いる（「知っている」＋「聞いたことが

ある」）人の割合

「ジェンダー」という用語を知っ

ている（「知っている」＋「聞いた

ことがある」）人の割合は、78.3％

で、男女差は概ねない状況です。

（図 8）

９ 性別にかかわりなく個性と能力

を発揮できる機会が確保されてい

ると思う県民の割合

確保されていると思う県民の割合

は、全体で 32.3％でした。男性の

39.7％に比べ、女性は 26.6％と低

い状況です。

（図 9）

8 「ジェンダー」という用語を知っている（「知っている」＋「聞いた

ことがある」）人の割合

図 8

(資料) 「静岡県の男女共同参画に関する県民意識調査」（2021）

9 性別にかかわりなく個性と能力を発揮できる機会が確保され

ていると思う県民の割合

図 9

(資料) 「静岡県の男女共同参画に関する県民意識調査」（2021）

大柱１ 男女共同参画社会の実現に向けた意識の変革と教育の推進
１－２ 男女共同参画の推進に関する教育・学習の充実

指 標
現状値

（基準値）
目標値 実績値

「ジェンダー」という用語を知ってい
る（「知っている」＋「聞いたことがあ
る」）人の割合

2019 年度

59.4%
2025 年度
90%

2021 年度

78.3％

全体

男性

女性

6.3 

9.0 

4.1 

26.0 

30.7 

22.5 

30.4 

28.5 

32.1 

12.8 

11.2 

13.8 

24.0 

20.5 

26.9 

0.5 

0.0 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない 思わない

わからない 無回答

思う　32.3%

思う　39.7%

思う　26.6%

思わない　43.2%

思わない　45.9%

思わない　39.7%
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99.4 
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95.9 94.7 94.1 

89.1 

100.0 

100.0 

97.6 
95.2 

60

70

80

90

100 ％

2020 2021
年度

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 全体

１０ 「学校教育」における男女の平等

感

「男性が非常に優遇」「どちらかとい

えば男性が優遇」とする人の割合

「学校教育」における男女の平等

感について男性が優遇されている

と感じている人の割合は、男性が

12.9％、女性が 23.6％と、男女間

に乖離があります。

（図 10）

１１ 人権教育に関する校内研修を

行った学校の割合

人権教育に関する校内研修を行っ

た学校の割合は 95.2％（2021 年

度）でした。

（図 11）

10 「学校教育」における男女の平等感

図 10

(資料) 「静岡県の男女共同参画に関する県民意識調査」（2021）

11 人権教育に関する校内研修を行った学校の割合

図 11

（資料） 教育政策課「学校対象調査」

全体

男性

女性

1.6 

0.8

2.2

17.4 

12.1

21.4

52.3 

55.3

50.2

3.8 

6.8

1.3

0.4 

0.5

0.2

21.9 

21.9

22.1

2.7 

2.5 

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性が非常に優遇 どちらかといえば男性が優遇

平等 どちらかといえば女性が優遇

女性が非常に優遇 わからない

無回答

男性が優遇　19.0％

男性が優遇　12.9％

男性が優遇　23.6％
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小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

１２ 県立高等学校における保育・

介護体験の実施率

県立高等学校における保育・介護

体験の実施率は 38.5％（2021 年

度）と、前年度よりやや増加した

ものの、新型コロナウイルス感染

拡大防止のため代替（講話等）で

実施した学校が多く、次年度へ延

期した学校もあり、低い状況が続

いています。

（図 12）

１３ 男女共同参画に関する題材

を扱ったり、その考えを組み入れた

りするなどした授業、講座や活動等

を実施した学校の割合

男女共同参画に関する題材を扱っ

たり、その考えを組み入れたりす

るなどした授業、講座や活動等の

実施率は、新型コロナウイルス感

染症の影響で、授業時数や活動が

制限された 2020 年度よりもやや

増加しました。

（図 13）

12 県立高等学校における保育・介護体験の実施率

図 12

（資料） 県教育委員会高校教育課調べ

13 男女共同参画に関する題材を扱ったり、その考えを組み入れ

たりするなどした授業、講座や活動等を実施した学校の割合

（資料） 学校対象調査

97.8 98.9 100.0 
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図 13
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全体

男性

女性

10.0 

5.2

13.5

45.3 

39.5

50.2

29.7 

37.8

23.4

6.1

7.7

4.8

1.5

1.9

1.1

6.9

7.9

6.1

0.6

0

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性が非常に優遇 どちらかといえば男性が優遇

平等 どちらかといえば女性が優遇

女性が非常に優遇 わからない

男性が優遇　55.3％

男性が優遇　44.7％

男性が優遇　63.7％

0時間55分

4時間36分

1時間55分

7時間29分

0時間 2時間 4時間 6時間 8時間 10時間 12時間 14時間

男性

女性

家事時間 育児時間

合計　2時間50分

合計　12時間05分

１４ 男性の家事・育児関連時間

週平均 1 日当たりの「男性の家

事・育児時間」は、2時間 50 分で、

女性の家事・育児関連時間の約 4

分の１となっています。

（図 14）

１５ 「家庭生活」における男女の平

等感

「男性が非常に優遇」「どちらかとい

えば男性が優遇」とする人の割合

「家庭生活」における男女の平等

感について男性が優遇されている

と感じている人の割合は、男性が

44.7％、女性が 63.7％で、男女間

には大きな乖離があります。

（図 15）

14 男性の家事・育児関連時間

図 14

(資料) 「静岡県の男女共同参画に関する県民意識調査」（2021）

15 「家庭生活」における男女の平等感

図 15

(資料) 「静岡県の男女共同参画に関する県民意識調査」（2021）

大柱１ 男女共同参画社会の実現に向けた意識の変革と教育の推進
１－３ 男女共同参画社会に関する国際的協調

指 標
現状値

（基準値）
目標値 実績値

男性の家事・育児関連時間 2021 年度

2 時間 50分
2025 年度

3 時間 30 分
2021 年度

2 時間 50分

目標：3時間 30 分
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